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(57)【要約】
【課題】多画面表示機能により表示される全ての画面に
ついて、表示する画像を個々に選択する作業を、より簡
単な操作で行えるようにする。
【解決手段】画像を表示する液晶パネル４２と、液晶パ
ネル４２の表示範囲に複数の表示領域を並べて配置し、
各表示領域に画像を表示させる表示制御部１５と、各々
の表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選
択するソース選択部２３と、複数の入力画像の中から表
示対象の画像を指定するための画像指定画面を液晶パネ
ル４２に表示させ、この画像指定画面の表示中の操作に
より全ての表示領域に表示する画像が指定され、確定操
作がされた場合に、全ての表示領域に表示する画像を一
括して決定し、決定した画像をソース選択部２３により
選択させる制御部１１とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の表示範囲に複数の表示領域を並べて配置し、各表示領域に画像を表示させ
る表示制御部と、
　各々の前記表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選択する画像選択部と、
　複数の前記入力画像の中から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示
部に表示させ、この画像指定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画
像が指定され、確定操作がされた場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して
決定し、決定した画像を前記画像選択部により選択させる多画面表示制御部と、
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力画像
が指定された場合に、指定された入力画像と同時に表示できない入力画像が指定されない
ように前記画像選択画面を変更することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　同じ種類の複数の入力画像を入力可能に構成され、
　前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力画像
が指定された場合に、指定された入力画像と同じ種類の入力画像が指定されないように前
記画像選択画面の表示形態を変更させることを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力画像
が指定され、既に指定された入力画像と同時に表示できない入力画像を指定する操作が行
われた際に警告を表示することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項５】
　表示部の表示範囲に複数の表示領域を並べて配置し、各々の前記表示領域に表示される
画像を、複数の入力画像から選択し、選択した画像を各々の前記表示領域に表示させる表
示装置を制御して、
　複数の前記入力画像の中から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示
部に表示させ、この画像指定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画
像が指定され、確定操作がされた場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して
決定し、決定した画像を前記入力画像から選択して表示すること、
　を特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項６】
　表示部を備えた表示装置を制御するコンピューターが実行可能なプログラムであって、
　前記コンピューターを、
　前記表示部の表示範囲に複数の表示領域を並べて配置し、各表示領域に画像を表示させ
る表示制御部と、
　各々の前記表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選択する画像選択部と、
　複数の前記入力画像の中から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示
部に表示させ、この画像指定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画
像が指定され、確定操作がされた場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して
決定し、決定した画像を前記画像選択部により選択させる多画面表示制御部と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示する表示装置、表示装置の制御方法、及び、プログラムに関する
。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、表示装置により複数の画面を並べて表示する、いわゆる多画面表示機能が知られ
ている（例えば、特許文献１、２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－３３１４７１号公報
【特許文献２】特開２００６－２９５２８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　多画面表示機能の各画面に表示する画像を変更する場合、画面毎に、どの画像を表示す
るか選択する操作が必要になり、画面の数が増えるほど操作が煩雑になるという問題があ
った。この問題を解決するため、例えば特許文献１記載の装置は、電源をオンにしてから
自動的に２画面表示を開始し、少なくとも一方の画面に視聴者の好みの画像が表示される
ようにしている。また、例えば、特許文献２には、テレビ受像機が多画面表示をしている
場合に、リモコンが備える所定のキーを操作すると、いずれかの画面に表示するチャンネ
ルが切り替わる構成が開示されている。しかしながら、上記のような工夫がなされてはい
るものの、多画面表示される全画面について、表示される画像を選択する場合には、煩雑
な操作が必要であり、より一層の操作の簡略化が求められていた。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、多画面表示機能により表示され
る全ての画面について、表示する画像を選択する作業を、より簡単な操作で行えるように
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、本発明は、画像を表示する表示部と、前記表示部の表示範囲
に複数の表示領域を並べて配置し、各表示領域に画像を表示させる表示制御部と、各々の
前記表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選択する画像選択部と、複数の前
記入力画像の中から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示部に表示さ
せ、この画像指定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画像が指定さ
れ、確定操作がされた場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して決定し、決
定した画像を前記画像選択部により選択させる多画面表示制御部と、を備えることを特徴
とする。
　本発明によれば、表示範囲に複数の表示領域を並べて配置する他画面表示を行う場合に
、各表示領域に表示する画像を画像指定画面により指定することができ、この画像指定画
面の表示中の操作で指定された各表示領域の画像は一括して決定される。このため、ユー
ザーは、より簡単な操作によって全表示領域の表示画像の選択及び切り換えができる。
【０００６】
　また、本発明は、上記表示装置において、前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面
の表示中の操作によりいずれかの入力画像が指定された場合に、指定された入力画像と同
時に表示できない入力画像が指定されないように前記画像選択画面を変更することを特徴
とする。
　本発明によれば、表示部により並べて表示される各領域に同時に表示できない入力画像
がある場合には、これらの入力画像が同時に選ばれないように画像選択画面が変更される
。これにより、ユーザーは、システム上の制約等を自ら考慮することなく、簡単に、複数
の表示領域に表示される画像を許容される組み合わせで選択できる。
【０００７】
　また、本発明は、上記表示装置において、同じ種類の複数の入力画像を入力可能に構成
され、前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力
画像が指定された場合に、指定された入力画像と同じ種類の入力画像が指定されないよう
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に前記画像選択画面の表示形態を変更させることを特徴とする。
　本発明によれば、ユーザーが画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力画像を
指定すると、この入力画像と同時に表示できない組み合わせの入力画像が指定できなくな
る。これにより、ユーザーは、システム上の制約等を自ら考慮することなく、簡単に、複
数の表示領域に表示される画像を許容される組み合わせで選択できる。
【０００８】
　また、本発明は、上記表示装置において、前記多画面表示制御部は、前記画像選択画面
の表示中の操作によりいずれかの入力画像が指定され、既に指定された入力画像と同時に
表示できない入力画像を指定する操作が行われた際に警告を表示することを特徴とする。
　本発明によれば、ユーザーが画像選択画面の表示中の操作によりいずれかの入力画像を
指定し、この入力画像と同時に表示できない組み合わせの入力画像を指定する操作を行う
と警告が表示される。これにより、ユーザーは、システム上の制約等を自ら考慮すること
なく、簡単に、複数の表示領域に表示される画像を許容される組み合わせで選択できる。
【０００９】
　また、上記課題を解決するため、本発明は、表示部の表示範囲に複数の表示領域を並べ
て配置し、各々の前記表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選択し、選択し
た画像を各々の前記表示領域に表示させる表示装置を制御して、複数の前記入力画像の中
から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示部に表示させ、この画像指
定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画像が指定され、確定操作が
された場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して決定し、決定した画像を前
記入力画像から選択して表示することを特徴とする。
　本発明の制御方法を実行することにより、表示装置が表示範囲に複数の表示領域を並べ
て配置する他画面表示を行う場合に、各表示領域に表示する画像を画像指定画面により指
定することができ、この画像指定画面の表示中の操作で指定された各表示領域の画像は一
括して決定される。このため、ユーザーは、より簡単な操作によって全表示領域の表示画
像の選択及び切り換えができる。
【００１０】
　また、上記課題を解決するため、本発明は、表示部を備えた表示装置を制御するコンピ
ューターが実行可能なプログラムであって、前記コンピューターを、前記表示部の表示範
囲に複数の表示領域を並べて配置し、各表示領域に画像を表示させる表示制御部と、各々
の前記表示領域に表示される画像を、複数の入力画像から選択する画像選択部と、複数の
前記入力画像の中から表示対象の画像を指定するための画像指定画面を前記表示部に表示
させ、この画像指定画面の表示中の操作により全ての前記表示領域に表示する画像が指定
され、確定操作がされた場合に、全ての前記表示領域に表示する画像を一括して決定し、
決定した画像を前記画像選択部により選択させる多画面表示制御部として機能させること
を特徴とする。
　本発明のプログラムをコンピューターによって実行することにより、表示装置が表示範
囲に複数の表示領域を並べて配置する他画面表示を行う場合に、各表示領域に表示する画
像を画像指定画面により指定することができ、この画像指定画面の表示中の操作で指定さ
れた各表示領域の画像は一括して決定される。このため、ユーザーは、より簡単な操作に
よって全表示領域の表示画像の選択及び切り換えができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、表示範囲に複数の表示領域を並べて配置する他画面表示を行う場合に
、全ての表示領域に表示する画像を、より簡単な操作によって選択し、切り換えることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係るプロジェクターの構成を示すブロック図である。
【図２】２画面表示の具体例を示す説明図であり、（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）は２画面
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表示の例を示し、（Ｄ）はメニュー画面をＯＳＤ表示した場合の例を示す。
【図３】２画面表示に係る設定用画面の具体例を示す説明図であり、（Ａ）は設定画面の
例を示し、（Ｂ）はソース選択画面の例を示す。
【図４】プロジェクターの動作を示すフローチャートである。
【図５】プロジェクターの動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本発明を適用した表示装置としてのプロジェクター１の全体構成を示すブロッ
ク図である。プロジェクター１は、パーソナルコンピューターや各種映像プレーヤー等の
外部の画像供給装置（図示略）に接続されるインターフェイス部１０を備え、このインタ
ーフェイス部１０から入力される入力画像をスクリーンＳＣに投射する装置である。プロ
ジェクター１は、静止画像および動画像（映像）のいずれであっても表示可能であるが、
以下の説明では、画像供給装置から入力される映像を表示出力する場合を例に挙げて説明
する。
【００１４】
　インターフェイス部１０は、コンピューターの映像出力端子に接続されるインターフェ
イス１０Ａ、１０Ｂ、ビデオ再生装置やＤＶＤ再生装置に接続されるインターフェイス１
０Ｃ、１０Ｄ、１０Ｅ、コンピューターのＵＳＢ端子に接続されるインターフェイス１０
Ｆ、及び、コンピューターを含んで構成されるＬＡＮに接続されるインターフェイス１０
Ｇを有する。
　インターフェイス１０Ａ、１０Ｂは、コンピューターからアナログ映像信号が入力され
るＶＧＡ端子、デジタル映像信号が入力されるＤＶＩ（Digital Visual Interface）等を
備えて構成される。
　インターフェイス１０Ｃは、ビデオ再生装置、ＤＶＤ再生装置、テレビチューナー装置
、ＣＡＴＶのセットトップボックス、ビデオゲーム装置等の映像出力装置から、ＮＴＳＣ
、ＰＡＬ、ＳＥＣＡＭ等のコンポジット映像信号が入力されるＳ映像端子を備えている。
　インターフェイス１０Ｄは、上記の映像出力装置からコンポジット映像信号が入力され
るＲＣＡ端子、或いはコンポーネント映像信号が入力されるＤ端子を備えている。
　インターフェイス１０Ｅは、ＨＤＭＩ（登録商標）規格に準拠したＨＤＭＩコネクター
を有し、上記映像出力装置からデジタル映像信号が入力される。
【００１５】
　インターフェイス１０Ｆは図示しないＵＳＢ端子と、このＵＳＢ端子を介してコンピュ
ーターと制御データやデジタル映像データを送受信するＵＳＢコントローラー（図示略）
とを備えている。また、インターフェイス１０Ｇは、ＬＡＮケーブルを接続可能なＲＪ－
４５端子等の端子を備え、この端子を介して１または複数のコンピューターを含むＬＡＮ
に接続される。インターフェイス１０Ｇは、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）規格に
準拠したネットワークインターフェイス回路（図示略）を備えており、ＬＡＮを構成する
コンピューターとの間で制御データやデジタル映像データを送受信する。
　ここで、インターフェイス部１０のインターフェイス１０Ａ～１０Ｇに接続された各装
置（上述した画像供給装置）を、入力ソースと呼ぶ。
【００１６】
　本実施形態では、スクリーンＳＣはほぼ直立しており、スクリーン面は矩形形状とされ
ている。プロジェクター１に入力される画像は動画像（映像）と静止画像とのどちらでも
よく、プロジェクター１は映像をスクリーンＳＣに投射することも、静止画像をスクリー
ンＳＣに投射し続けることも可能である。以下の実施形態では、外部から入力される映像
信号に基づいて映像を投射する場合を例に挙げて説明する。すなわち、以下の説明におい
て入力映像を表示する処理は、インターフェイス部１０に入力される静止画像を表示する
場合にもそのまま適用可能である。
【００１７】
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　プロジェクター１は、大きく分けて光学的な画像の形成を行う光学系と映像信号を電気
的に処理する画像処理系とからなる。光学系は、照明光学系４１、液晶パネル４２、及び
投射光学系４３から構成されている。照明光学系４１は、キセノンランプ、超高圧水銀ラ
ンプ、ＬＥＤ等からなる光源を備えている。また、照明光学系４１は、光源が発した光を
液晶パネル４２に導くリフレクター及び補助リフレクターを備えていてもよく、投射光の
光学特性を高めるためのレンズ群（図示略）、偏光板、或いは光源が発した光の光量を液
晶パネル４２に至る経路上で低減させる調光素子等を備えたものであってもよい。
　液晶パネル４２（表示部）は、後述する画像処理系からの信号を受けて、パネル面に画
像を形成する。液晶パネル４２は、カラーの投影を行うため、ＲＧＢの三原色に対応した
３枚の液晶パネルからなる。そのため、照明光学系４１からの光はＲＧＢの３色の色光に
分離され、各色光は対応する各液晶パネルに入射する。各液晶パネルを通過して変調され
た色光はクロスダイクロイックプリズム等の合成光学系によって合成され、投射光学系４
３に射出される。
【００１８】
　投射光学系４３は、投射する画像の拡大・縮小および焦点の調整を行うズームレンズ、
ズームの度合いを調整するズーム調整用モーター、フォーカスの調整を行うフォーカス調
整用モーター等を備えている。投射光学系４３は、液晶パネル４２で変調された入射光を
、ズームレンズを用いてスクリーンＳＣ上に投射し、結像させる。
　この光学系には、制御部１１の制御に従って投射光学系４３が備える各モーターを駆動
する投射光学系駆動部１８、及び、制御部１１の制御に従って照明光学系４１が備える光
源を駆動する光源駆動部１９が接続されている。
【００１９】
　一方、画像処理系は、プロジェクター１全体を統合的に制御する制御部１１を中心に構
成され、制御部１１が処理するデータや制御部１１が実行するプログラムを記憶した記憶
部１２、操作パネル３１及びリモコン受光部３３を介した操作を検出する入力処理部１３
、インターフェイス部１０を介して入力された入力映像を処理する表示制御部１５、画像
処理部１６、表示制御部１５から出力される映像信号に基づいて液晶パネル４２を駆動し
て描画を行う液晶パネル駆動部１７を備えている。
【００２０】
　制御部１１は、記憶部１２に記憶された制御プログラムを読み出して実行することによ
り、プロジェクター１の各部を制御する。制御部１１は、入力処理部１３から入力される
操作信号に基づいて、ユーザーが行った操作の内容を検出し、この操作に応じて表示制御
部１５、投射光学系駆動部１８及び光源駆動部１９を制御して、スクリーンＳＣに映像を
投射させる。
【００２１】
　プロジェクター１の本体には、ユーザーが操作を行うための各種スイッチ及びインジケ
ーターランプを備えた操作パネル３１が配置されている。操作パネル３１は入力処理部１
３に接続されており、入力処理部１３は、制御部１１の制御に従い、プロジェクター１の
動作状態や設定状態に応じて操作パネル３１のインジケーターランプを適宜点灯或いは点
滅させる。この操作パネル３１のスイッチが操作されると、操作されたスイッチに対応す
る操作信号が入力処理部１３から制御部１１に出力される。
　また、プロジェクター１は、ユーザーが使用するリモコン５を有する。リモコン５は各
種のボタンを備えており、これらのボタンの操作に対応して赤外線信号を送信する。プロ
ジェクター１の本体には、リモコン５が発する赤外線信号を受光するリモコン受光部３３
が配置されている。リモコン受光部３３は、リモコン５から受光した赤外線信号をデコー
ドして、リモコン５における操作内容を示す操作信号を生成し、制御部１１に出力する。
【００２２】
　リモコン５は、図１に示すように、プロジェクター１の電源オン／オフを指示する電源
ボタン５１、プロジェクター１が通常の表示を行っている間に入力信号の切り換えを指示
するための複数の入力切り換えボタン５２、数字の入力を行うための複数のテンキーボタ
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ン５３、ＯＳＤ表示されるメニュー画面の表示を指示するメニューボタン５５、メニュー
画面における操作中に、前の画面への遷移を指示する「戻る」ボタン５６、メニュー画面
における操作中に選択項目の上下左右への遷移を指示する複数のカーソルボタン５７、メ
ニュー画面における操作中に選択内容の決定を指示する「決定」ボタン５８、及び、２画
面表示の開始を指示する「Ｓｐｌｉｔ」ボタン５９を備えている。複数のテンキーボタン
５３は、数字の入力だけでなく、それぞれズーム調整、フォーカス調整、カラーモードの
変更、アスペクト比の変更、ミュート等を指示するボタンとしての機能も割り当てられて
いる。
【００２３】
　プロジェクター１が備える表示制御部１５は、インターフェイス部１０に接続され、外
部からインターフェイス部１０が備えるインターフェイス１０Ａ～１０Ｇに入力される入
力映像は、表示制御部１５に入力される。表示制御部１５は、制御部１１の制御に従って
、インターフェイス部１０から入力される入力映像信号のうち、液晶パネル４２に表示す
る映像信号を選択するソース選択部２３（画像選択部）を備えている。表示制御部１５は
、ソース選択部２３により選択した映像信号に基づいて、表示信号を生成し、液晶パネル
駆動部１７に出力する。
【００２４】
　表示制御部１５には、画像処理部１６が接続されている。画像処理部１６は、インター
フェイス部１０を介して各入力ソースから入力される入力映像を、液晶パネル４２の表示
に適した形態に変換処理する画像処理を行う。画像処理部１６は、コンピューター系画像
処理部２６、ビデオ系画像処理部２７、ＨＤＭＩ系画像処理部２８、及び、ＵＳＢ系画像
処理部２９を内蔵する。
　コンピューター系画像処理部２６は、インターフェイス１０Ａ、１０Ｂに入力された入
力映像を処理する処理部である。具体的には、コンピューターから入力される映像信号の
アナログ／デジタル変換やインターレース／プログレッシブ変換を行い、さらに液晶パネ
ル４２の表示解像度に合わせて解像度変換を行って、変換後の映像信号を表示制御部１５
に出力する。
　ビデオ系画像処理部２７は、インターフェイス１０Ｃ、１０Ｄから入力されるコンポジ
ット映像信号またはコンポーネント映像信号に対し、アナログ／デジタル変換及びインタ
ーレース／プログレッシブ変換を行い、さらに液晶パネル４２の表示解像度に合わせて解
像度変換を行って、変換後の映像信号を表示制御部１５に出力する。
　ＨＤＭＩ系画像処理部２８は、インターフェイス１０Ｅから入力されるデジタル映像信
号に対し、液晶パネル４２の仕様に合わせてインターレース／プログレッシブ変換及び解
像度変換を適宜行い、変換後の映像信号を表示制御部１５に出力する。
　ＵＳＢ系画像処理部２９は、インターフェイス１０Ｆ、１０Ｇから入力されるデジタル
映像データをバッファーリングして、液晶パネル４２の仕様に合わせてフォーマット変換
を適宜行い、変換後の映像信号を表示制御部１５に出力する。
【００２５】
　表示制御部１５が備えるソース選択部２３により入力ソースが選択されると、選択され
た入力ソースからの入力映像が画像処理部１６に入力される。画像処理部１６では、ソー
ス選択部２３が選択した入力ソースに対応する画像処理部２６～２９によって、入力映像
に対し、当該入力映像の仕様に合わせた画像処理が行われ、予め設定されたフォーマット
の映像信号が表示制御部１５に出力される。
　プロジェクター１が後述する２画面表示を行う場合、スクリーンＳＣに複数の映像を表
示するため、ソース選択部２３は複数の入力ソースを選択し、表示制御部１５から画像処
理部１６に対して複数の映像信号が入力される。画像処理部１６は、入力された各映像信
号に対応する画像処理部２６～２９によって映像信号を処理し、複数の映像信号を表示制
御部１５に出力する。但し、各画像処理部２６～２９は、いずれも２以上の入力ソースの
映像信号を同時に処理することができない。例えばコンピューター系画像処理部２６はイ
ンターフェイス１０Ａ、１０Ｂのいずれか一方の入力映像を処理している間は、他方の入
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力映像を処理することはできず、ビデオ系画像処理部２７も同様に、インターフェイス１
０Ｃ、１０Ｄのいずれか一方を排他的に選択して処理する。ＵＳＢ系画像処理部２９も同
様であり、インターフェイス１０Ｆ、１０Ｇのいずれか一方の入力映像を処理する。この
ため、ソース選択部２３が複数の入力ソースを選択する場合には、画像処理部２６～２９
のうち同じ画像処理部が処理する入力ソースを選択しないよう制限される。具体的には、
インターフェイス１０Ａと１０Ｂ、インターフェイス１０Ｃと１０Ｄ、インターフェイス
１０Ｆと１０Ｇは、同時に選択できないという制約がある。
【００２６】
　各画像処理部２６～２９は、制御部１１の制御に従って、出力する映像の解像度を、液
晶パネル４２の表示解像度ではなく、２画面表示に適した表示解像度とすることが可能で
ある。さらに、各画像処理部２６～２９は、制御部１１の制御に従って、出力する映像の
明るさ、色調、コントラストを調整することも可能である。これにより、２画面表示を行
う場合に、並べて表示される２つの映像に統一感を持たせることが可能である。
【００２７】
　プロジェクター１は、スクリーンＳＣに１つの画面を表示する通常表示に加え、スクリ
ーンＳＣに２つの画面を並べて表示する２画面表示を行うことが可能である。スクリーン
ＳＣに１つの映像を表示する通常表示を行っている状態で、リモコン５の「Ｓｐｌｉｔ」
ボタン５９が操作されると、２画面表示が開始される。
　２画面表示を行う場合、表示制御部１５は、プロジェクター１が２画面表示を行う場合
にソース選択部２３によって２つの映像信号を選択する。表示制御部１５は、スクリーン
ＳＣに投射される領域に２つの映像を並べて表示させる処理を行う２画面表示処理部２４
を備えている。２画面表示処理部２４は、ソース選択部２３が選択した２つの映像信号を
同時に並べて表示するための映像信号を生成して、液晶パネル駆動部１７に出力する。
【００２８】
　図２は、２画面表示の具体例を示す説明図であり、（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）は２画
面表示の例を示し、（Ｄ）はメニュー画面をＯＳＤ表示した場合の例を示す。
　図２（Ａ）～（Ｄ）に示す例では、スクリーンＳＣにプロジェクター１が画像を投射可
能な範囲を表示範囲１００とし、この表示範囲１００に、映像を表示する表示領域を複数
配置している。図２（Ａ）に示す例では、同一サイズの左表示領域１０１と右表示領域１
０３が左右に並べて配置されている。また、図２（Ｂ）に示す例では左表示領域１０１が
大きく、右表示領域１０３が小さく表示され、図２（Ｃ）の例では反対に、左表示領域１
０１が小さく、右表示領域１０３が大きく配置されている。左表示領域１０１及び右表示
領域１０３のサイズや、左表示領域１０１と右表示領域１０３の大きさの比は任意に調整
可能である。なお、図２（Ａ）～（Ｃ）の例ではいずれも、左右方向に並べて複数の表示
領域を配置した構成を示しているが、上下方向や斜め方向に表示領域を並べて表示するこ
とも可能であり、各表示領域の間に余白を設けてもよい。また、図２（Ａ）～（Ｃ）の例
ではいずれも、左表示領域１０１、右表示領域１０３がもとの映像のアスペクト比を保持
した状態で表示されている。このため、表示範囲１００において左表示領域１０１、右表
示領域１０３以外の余白領域１０４が生じているが、左表示領域１０１及び右表示領域１
０３を、アスペクト比を保持しないで拡大・縮小することにより、余白領域１０４が生じ
ないように２画面表示を行うことも可能である。さらに、表示範囲１００に３以上の表示
領域を配置することも可能であり、この場合は、各表示領域のサイズを調整することで、
表示範囲１００に隙間なく複数の表示領域を配置できる。
【００２９】
　プロジェクター１が２画面表示を行っている間、インターフェイス部１０（図１）に接
続された入力ソースのうちソース選択部２３（図１）により選択された入力ソースの映像
が、左表示領域１０１及び右表示領域１０３の各々に表示される。ユーザーは、左表示領
域１０１、右表示領域１０３に表示する映像を切り換えたい場合、リモコン５（図１）の
メニューボタン５５を操作する。この操作に応じて、図２（Ｄ）に示すように、表示範囲
１００にメニュー画面１０５が表示される。メニュー画面１０５は、左表示領域１０１及
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び右表示領域１０３の映像の上に重ねて、ＯＳＤ表示される。
【００３０】
　図１に示すように、表示制御部１５は、２画面表示処理部２４が生成した映像信号を処
理して、メニュー画面等をＯＳＤ表示するための映像信号を生成するＯＳＤ処理部２５を
備えている。ＯＳＤ処理部２５は、制御部１１の制御に従って、記憶部１２に記憶されて
いるＯＳＤ表示データ２１を読み出し、このＯＳＤ表示データ２１に基づいて、メニュー
画面１０５（図２（Ｄ））や後述する設定画面１０７、ソース選択画面１０９等を、映像
に重ねて表示させる。
【００３１】
　図３は、２画面表示に係る設定用画面の具体例を示す説明図であり、（Ａ）は設定画面
１０７の例を示し、（Ｂ）はソース選択画面１０９の例を示す。
　プロジェクター１が、スクリーンＳＣに１つの映像を表示する通常表示、或いは、図２
（Ａ）～（Ｃ）に示した２画面表示を行っている状態で、リモコン５のメニューボタン５
５が操作されると、制御部１１は表示制御部１５を制御し、スクリーンＳＣにメニュー画
面を表示する。このメニュー画面は、既に表示されている映像に重畳してＯＳＤ表示され
る。そして、メニュー画面の表示中におけるリモコン５の操作により、２画面表示に関す
る設定を行う旨が指示されると、制御部１１はＯＳＤ処理部２５を制御して、設定画面１
０７をＯＳＤ表示させる。
【００３２】
　設定画面１０７は、２画面表示に係る各種の設定を行うための設定画面であり、画面左
上には２画面表示用の設定画面１０７であることが表示され、画面中央には、各種の設定
項目１１１が並べて配置されている。設定項目としては、例えば、左右に並べて配置され
る各表示領域のサイズ（サイズ比）を設定する「画面サイズ」、各表示領域に表示する映
像の入力ソースを設定する「入力ソース」、２つの表示領域の表示位置を入れ替える「左
右画面入替」、及び、２つの表示領域のうち音声を出力する表示領域を選択する「音声切
替」がある。また、２画面表示中に設定画面１０７が表示された場合には、２画面表示の
終了を指示する設定項目も表示される。また、設定画面１０７には、もとのメニュー画面
への遷移を指示する戻るボタン１１２が配置されている。
【００３３】
　設定画面１０７の表示中のリモコン５の操作により、設定画面１０７の設定項目「入力
ソース」が選択されると、制御部１１は、ＯＳＤ処理部２５を制御して、ソース選択画面
１０９を表示させる。ソース選択画面１０９は、表示中の２つの表示領域に表示する映像
の入力ソースを設定するための画面である。画面左上には入力ソースの設定画面であるこ
とが表示され、画面中央には、選択可能な入力ソースが一覧表示されるソース表示部１１
６が配置されている。ソース表示部１１６には、インターフェイス１０Ａが「コンピュー
ター１」、インターフェイス１０Ｂが「コンピューター２」、インターフェイス１０Ｃが
「Ｓ－ビデオ」、インターフェイス１０Ｄが「ビデオ」、インターフェイス１０Ｅが「Ｈ
ＤＭＩ」、インターフェイス１０Ｆが「ＵＳＢ」、インターフェイス１０Ｇが「ＬＡＮ」
と表示されている。
　そして、画面左側に、左表示領域１０１（図２（Ａ））に表示する映像を選択するため
の左画面用カーソル１１７と、右表示領域１０３（図２（Ａ））に表示する映像を選択す
るための右画面用カーソル１１８とが配置されている。左画面用カーソル１１７、右画面
用カーソル１１８ではそれぞれ１つの入力ソースを選択可能であり、選択された入力ソー
スが強調表示（図中では反転表示）される。入力ソースを選択する操作はリモコン５のメ
ニューボタン５５及び「決定」ボタン５８により行われる。左画面用カーソル１１７、右
画面用カーソル１１８で各１つの入力ソースが選択され、「実行」ボタン１１９が選択さ
れると、ソース選択画面１０９における選択が決定される。この決定を契機として、制御
部１１は、ソース選択部２３により入力ソースを選択させる。
　ここで、プロジェクター１において入力ソースを選択する一連の動作について説明する
。以下の動作において、制御部１１は、多画面表示制御部として機能する。
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【００３４】
　図４は、プロジェクター１の動作を示すフローチャートである。
　プロジェクター１によって通常表示または２画面表示中に、リモコン５のメニューボタ
ン５５の操作が行われると（ステップＳ１１）、制御部１１はＯＳＤ処理部２５を制御し
て、メニュー画面をＯＳＤ表示する映像信号を生成させ、この映像信号に基づいて液晶パ
ネル駆動部１７によって液晶パネル４２にメニュー画面が表示される（ステップＳ１２）
。ここで、リモコン５の操作によって、２画面表示の設定を行う設定画面１０７への遷移
が指示されると（ステップＳ１３）、制御部１１はＯＳＤ処理部２５を制御し、液晶パネ
ル４２に設定画面１０７を表示させる（ステップＳ１４）。
　設定画面１０７の表示中に、リモコン５の操作によって入力ソース選択が指示されると
（ステップＳ１５）、制御部１１は、ＯＳＤ処理部２５を制御して、液晶パネル４２にソ
ース選択画面１０９を表示させる（ステップＳ１６）。
【００３５】
　ここで、リモコン５のカーソルボタン５７及び「決定」ボタン５８の操作により、左表
示領域１０１、右表示領域１０３に表示する映像の入力ソースがそれぞれ選択されると（
ステップＳ１７）、制御部１１は、選択されている２つの入力ソースを特定する（ステッ
プＳ１８）。制御部１１は、選択されている２つの入力ソースが、同時に表示可能な組み
合わせであるか否かを判別する（ステップＳ１９）。上述したように、画像処理部１６が
備える各画像処理部２６～２９は、対応する入力ソースのうち２つの入力ソースの映像を
同時に処理できないので、入力ソースのうち同時に表示できない組み合わせが存在する。
制御部１１は、ステップＳ１８で取得した選択中の入力ソースの組み合わせが、同時に表
示できない組み合わせに該当すると判別した場合（ステップＳ１９；Ｎｏ）、同時に選択
できない旨のメッセージをソース選択画面１０９の中に、或いは、ソース選択画面１０９
に重ねて表示し（ステップＳ２０）、選択中の入力ソースの選択状態を解除してから、ス
テップＳ１７に戻って、再びリモコン５の操作による選択を可能とする。
【００３６】
　また、制御部１１は、ステップＳ１８で取得した選択中の入力ソースの組み合わせが、
同時に表示できる組み合わせであると判別した場合（ステップＳ１９；Ｙｅｓ）、選択さ
れている２つの入力ソースを決定する操作、すなわち「実行」ボタン１１９が選択される
まで待機する（ステップＳ２１）。ここで、所定時間内に「実行」ボタン１１９が選択さ
れない場合はステップＳ１７に戻る。また、「実行」ボタン１１９が選択された場合は、
制御部１１は選択された入力ソースを各表示領域の入力ソースとして決定し、表示制御部
１５のソース選択部２３を制御して、入力ソースを選択させる（ステップＳ２２）。その
後、制御部１１は、２画面表示を開始させるとともにＯＳＤ表示を終了し（ステップＳ２
３）、映像をスクリーンＳＣに投射し、リモコン５の操作を待機する状態に移行して、本
処理を終了する。
【００３７】
　このように、ソース選択画面１０９において、同時に表示できない組み合わせの入力ソ
ースが選択された場合に、同時に選択できない旨を警告するメッセージが表示されるので
、ユーザーは、自分で同時表示可能な組み合わせを覚えていなくても、プロジェクター１
の仕様に適合する組み合わせを選択できる。また、上記の警告表示は「実行」ボタン１１
９によって決定される前に、２つの入力ソースが選択された状態で表示されるので、ユー
ザーは容易に選択をやり直すことができる。
　また、警告表示を行うだけでなく、同時に表示できない組み合わせで入力ソースを選択
できないように、ソース選択画面１０９の表示形態を変更してもよい。この場合の動作を
図５に示す。
【００３８】
　図５は、図４に示した動作の変形例を示すフローチャートである。
　この図５の動作では、図４と同様にステップＳ１１～Ｓ１６の動作が行われる。ステッ
プＳ１７で、リモコン５のカーソルボタン５７及び「決定」ボタン５８の操作により、左
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表示領域１０１、右表示領域１０３のいずれかに表示する映像の入力ソースが選択される
と（ステップＳ２６）、制御部１１は、選択されている１つの入力ソースを特定する（ス
テップＳ２７）。そして、制御部１１は、選択されている入力ソースと同時に表示できな
い入力ソースの表示を暗色表示に切り替えるとともに、選択できない状態とする（ステッ
プＳ２８）。
【００３９】
　例えば、図３（Ｂ）において左画面用カーソル１１７で「コンピューター１」が選択さ
れた場合、制御部１１は、右画面用カーソル１１８の「コンピューター２」を、選択でき
ないことを明示するように暗色の表示に切り替える。さらに制御部１１は、「決定」ボタ
ン５８（図１）の操作により右画面用カーソル１１８で「コンピューター２」を選択でき
ない状態とする。
【００４０】
　その後、制御部１１は、暗色表示された入力ソース以外の入力ソースが選択されて、「
実行」ボタン１１９が選択されるまで待機する（ステップＳ２９）。ここで、所定時間内
に「実行」ボタン１１９が選択されない場合はステップＳ２６に戻る。また、「実行」ボ
タン１１９が選択された場合は、制御部１１は選択された入力ソースを各表示領域の入力
ソースとして決定し、ステップＳ２２～Ｓ２４の動作を実行する。
【００４１】
　以上のように、本発明を適用した実施形態に係るプロジェクター１は、静止画像及び映
像を表示する液晶パネル４２と、液晶パネル４２の表示範囲１００に複数の表示領域１０
１、１０３を並べて配置し、各表示領域１０１、１０３に映像を表示させる表示制御部１
５と、各々の表示領域１０１、１０３に表示される映像の入力ソースを、複数の入力映像
から選択するソース選択部２３とを備え、制御部１１の制御により、複数の入力映像の中
から表示対象の映像を指定するためのソース選択画面１０９を液晶パネル４２に表示させ
、このソース選択画面１０９の表示中のリモコン５の操作により、全ての表示領域１０１
、１０３に表示する映像が選択され、確定操作がされた場合に、全ての表示領域１０１、
１０３に表示する映像を一括して決定し、決定した映像をソース選択部２３により選択さ
せるので、表示範囲１００に複数の表示領域１０１、１０３を並べて配置する２画面表示
を行う場合に、各表示領域１０１、１０３に表示する映像をソース選択画面１０９により
指定することができ、このソース選択画面１０９の表示中のリモコン５の操作で指定され
た各表示領域１０１、１０３の映像は一括して決定され、表示制御部１５によって決定さ
れた入力ソースの映像が選択され、表示される。このため、ユーザーは、より簡単な操作
によって２つの表示領域１０１、１０３の表示映像の選択及び切り換えができる。
【００４２】
　プロジェクター１は、ソース選択画面１０９の表示中のリモコン５の操作により、いず
れかの入力ソースが選択された場合に、図４に示したように、選択された入力ソースと同
時に表示できない入力ソースが選択された際に警告のメッセージをソース選択画面１０９
上またはソース選択画面１０９に重ねて表示する。このため、ユーザーは、システム上の
制約等を自ら考慮することなく、簡単に、複数の表示領域１０１、１０３に表示される映
像の入力ソースを許容される組み合わせで選択できる。
【００４３】
　また、プロジェクター１は、同じ種類の複数の入力ソースを入力可能なインターフェイ
ス部１０を備え、制御部１１は、図５に示したように、ソース選択画面１０９の表示中の
リモコン５の操作によっていずれかの入力ソースが指定された場合に、指定された入力ソ
ースと同じ種類の入力ソースが指定されないようにソース選択画面１０９の表示形態を変
更させる。具体的には、ユーザーがソース選択画面１０９の左画面用カーソル１１７また
は右画面用カーソル１１８で入力ソースを指定すると、この入力ソースと同時に表示でき
ない組み合わせの入力ソースが、他方のカーソルで指定できなくなる。
　コンピューター系画像処理部２６が処理するコンピューター系のインターフェイス１０
Ａ、１０Ｂ、ビデオ系画像処理部２７が処理するビデオ系のインターフェイス１０Ｃ、１
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０Ｄ、及び、ＵＳＢ系画像処理部２９が処理するコンピューター系のインターフェイス１
０Ｆ、１０Ｇは同種の入力ソースである。これらは同時に選択できないので、制御部１１
は、これらの一方が左画面用カーソル１１７または右画面用カーソル１１８で選択された
場合は、他方を選択できないようにする。これにより、ユーザーは、システム上の制約等
を自ら考慮することなく、簡単に、複数の表示領域１０１、１０３に表示される映像の入
力ソースを、許容される組み合わせで選択できる。
【００４４】
　なお、上述した実施形態は本発明を適用した具体的態様の例に過ぎず、本発明を限定す
るものではなく、上記実施形態とは異なる態様として本発明を適用することも可能である
。例えば、上記実施形態においては、ソース選択画面１０９の表示中のリモコン５の操作
に応じて、各表示領域１０１、１０３に表示する映像の入力ソースが選択される構成を例
に挙げて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、操作パネル３１が備える
スイッチの操作によって入力ソースが選択されてもよいし、リモコン５がボタンだけでな
くスティック形状あるいはダイヤル形状の操作子を備え、これらの操作子の操作によって
入力ソースが選択される構成としてもよい。また、上記実施形態では、スクリーンＳＣに
おける表示範囲１００に、２つの表示領域１０１、１０３を並べて配置した場合を例に挙
げて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、より多くの映像を並べて表示
してもよい。
【００４５】
　また、上記実施形態では、光源が発した光を変調する表示部として、ＲＧＢの各色に対
応した３枚の透過型または反射型の液晶パネル４２を用いた構成を例に挙げて説明したが
、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、１枚の液晶パネルとカラーホイール
を組み合わせた方式、３枚のデジタルミラーデバイス（ＤＭＤ）を用いた方式、１枚のデ
ジタルミラーデバイスとカラーホイールを組み合わせたＤＭＤ方式等により構成してもよ
い。ここで、表示部として１枚のみの液晶パネルまたはＤＭＤを用いる場合には、クロス
ダイクロイックプリズム等の合成光学系に相当する部材は不要である。また、液晶パネル
及びＤＭＤ以外にも、光源が発した光を変調可能な構成であれば問題なく採用できる。
【００４６】
　さらに、上記実施形態では、複数の入力ソースからインターフェイス部１０に入力され
る入力画像を表示制御部１５によって選択し、画像処理部１６によって処理する構成とし
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、この一連の処理を、プロジェク
ター１に外部接続されたパーソナルコンピューター等の画像供給装置が実行する構成とし
てもよい。この場合の画像供給装置は、プロジェクター１が備える制御部１１、記憶部１
２、表示制御部１５及び画像処理部１６の機能を備えるものとすることができる。また、
本発明は、このような装置が実行するプログラムとして実現することも可能である。これ
らの構成では、プロジェクター１は、上記画像供給装置から入力される画像をスクリーン
ＳＣに投射するものであればよい。
【００４７】
　また、本発明の表示装置は、スクリーンＳＣに映像を投射するプロジェクターに限定さ
れず、液晶表示パネルに画像／映像を表示する液晶モニターまたは液晶テレビ、或いは、
ＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）に画像／映像を表示するモニター装置またはテレ
ビ受像機、ＯＬＥＤ（Organic light-emitting diode）、ＯＥＬ（Organic Electro-Lumi
nescence）等と呼ばれる有機ＥＬ表示パネルに画像／映像を表示するモニター装置または
テレビ受像機等の自発光型の表示装置など、各種の表示装置も本発明の画像表示装置に含
まれる。この場合、液晶表示パネル、プラズマディスプレイパネル、有機ＥＬ表示パネル
が表示手段に相当する。
【００４８】
　また、図１に示したプロジェクター１の各機能部は、プロジェクター１の機能的構成を
示すものであって、具体的な実装形態は特に制限されない。つまり、必ずしも各機能部に
個別に対応するハードウェアが実装される必要はなく、一つのプロセッサーがプログラム
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を実行することで複数の機能部の機能を実現する構成とすることも勿論可能である。例え
ば、画像処理部２６～２９を含む画像処理部１６全体を１つのデバイスで構成することも
可能であり、表示制御部１５と画像処理部１６の機能を１つのデバイスで実現することも
可能である。また、上記実施形態においてソフトウェアで実現されている機能の一部をハ
ードウェアで実現してもよく、あるいは、ハードウェアで実現されている機能の一部をソ
フトウェアで実現してもよい。その他、プロジェクター１の具体的な細部構成についても
、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で任意に変更可能である。
【符号の説明】
【００４９】
　１…プロジェクター（表示装置）、５…リモコン、１０…インターフェイス部、１０Ａ
～１０Ｇ…インターフェイス、１１…制御部（多画面表示制御部）、１２…記憶部、１３
…入力処理部、１５…表示制御部、１６…画像処理部、２１…ＯＳＤ表示データ、２３…
ソース選択部（画像選択部）、２４…２画面表示処理部、２５…ＯＳＤ処理部、２６…コ
ンピューター系画像処理部、２７…ビデオ系画像処理部、２８…ＨＤＭＩ系画像処理部、
２９…ＵＳＢ系画像処理部、３１…操作パネル、３３…リモコン受光部、４１…照明光学
系、４２…液晶パネル（表示部）、４３…投射光学系、５７…カーソルボタン、５８…「
決定」ボタン、５９…「Ｓｐｌｉｔ」ボタン、１００…表示範囲、１０１…左表示領域、
１０３…右表示領域、１０７…設定画面、１０９…ソース選択画面、１１６…ソース表示
部、１１７…左画面用カーソル、１１８…右画面用カーソル、ＳＣ…スクリーン。

【図１】 【図２】
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